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国立国語研究所の日本語教育研究
―日本語学習者の読解のための文法を中心に―
野田　尚史
国立国語研究所教授
1. 国立国語研究所の日本語教育研究
国立国語研究所では，これからの６年間で，「日本語学習者のコミュニケーションの多角的解明」と
いう共同研究プロジェクトによって，日本語学習者のコミュニケーションを多角的に解明するとともに，
その成果を日本語教育に応用する方法を明らかにする計画を立てている。
この共同研究プロジェクトは，３つの班で構成されている。「日本語使用班」，「日本語理解班」，「リソー
ス開発班」である。「日本語使用班」では，「学習者の会話能力の解明」と「学習者の日本語習得過程の
解明」を行う。「日本語理解班」では，「学習者の読解過程の解明」と「学習者の聴解過程の解明」を行
う。「リソース開発班」では，「オンライン日本語基本動詞辞典の作成」と「読解教材・聴解教材の開発」
を行う。
このあと，2.から 9.で，この計画のうち「学習者の読解過程の解明」で行う研究に焦点を絞り，日
本語学習者の読解過程の研究と，それに基づいた日本語学習者の読解のための文法研究の一例について
報告する。
2. 日本語学習者の読解のための文法研究の目的と意義
国立国語研究所が行う日本語教育研究は，「聞く」「話す」「読む」「書く」というコミュニケーション
能力を高めることを重視した日本語教育を行えるようにするために，日本語学習者と日本語母語話者の
日本語運用の実態を解明するするとともに，その成果を日本語教育に応用するためのリソースを開発す
ることを目的にしている。
これまでの日本語教育のための研究は，「話す」「書く」という産出能力についての研究が中心であっ
た。これからは，研究が手薄な「聞く」「読む」という理解能力についての研究にも力を入れたいと考
えている。まだほとんど解明されていない日本語学習者の読解過程が解明され，その成果に基づいて日
本語学習者の読解のための文法が構築できれば，「話す」「書く」ための教材に比べて遅れている「聞く」
「読む」ための教材開発に有益な情報を提供することができる。
次の 3.から 9.では，すでに行った日本語学習者の読解過程の調査や，その結果に基づいて考えた日
本語学習者の読解のための文法について説明する。
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3. 日本語学習者の読解のための文法研究の方法
日本語学習者の読解過程を調査し，その結果に基づいて日本語学習者の読解のための文法を構築する
には，次の（１）から（３）のように研究を行うのがよいと考える。
　（１）　 日本語学習者に日本語の文章を読んでもらい，読みながら理解した意味やわからなかった点
などを母語で語ってもらう調査を行う。
　（２）　	（１）の調査結果を分析し，日本語学習者はどんなときに意味を不適切に理解するかを明ら
かにする。
　（３）　	（２）の分析結果をもとにして，日本語学習者に必要な「読む」ための文法を構築する。
このうち（１）の調査としてここで報告するのは，次の（４）と（５）のように行った読解過程の調
査である。
　（４）　調査に協力してもらった日本語学習者：
　　　　　日本の大学に在籍する中国語を母語とする大学院生 30名
　　　　　全員，上級の日本語能力（日本語能力試験１級または N1取得者）
　（５）　日本語学習者に読んでもらった素材：
　　　　　学習者自身が専攻している分野の学術論文
　　　　　分野は芸術学・言語学・人文地理学・経済学・経営学・社会学・工学
次に，前の（２）の「どんなときに意味を不適切に理解するか」についてこの調査で明らかになった
点は，次の（６）と（７）と（８）である。それぞれ，このあと，4.と 6.と 8.で報告する。
　（６）　省略された主語についての学習者の理解
　（７）　修飾構造についての学習者の理解
　（８）　並列構造についての学習者の理解
さらに，前の（３）の「日本語学習者に必要な「読む」ための文法」については，（６）と（７）と（８）
をもとにして考えた日本語学習者の読解のための文法を，それぞれ 5.と 7.と 9.で報告する。
4. 省略された主語についての日本語学習者の理解
上級の日本語学習者でも，省略された主語が何であるかを不適切に理解することがある。
たとえば，次の（９）では「目指している」の主語が省略されている。省略されたこの主語は，実際
にはこれより前に出ていた「国土交通省」である。しかし，これを読んだ学習者は，「目指している」
の主語を「市町村」だというふうに不適切に理解した。
　（９） 	法案においては…[省略 ]…等を柱とし，まちづくりの主体である市町村が，都市の低炭素化
を促進するための低炭素まちづくり計画を作成し，その地域に応じた低炭素化の取り組みを
展開していくことを目指している。
	 	（野村正史「低炭素都市・地域づくりに向けての不動産政策」『日本不動産学会誌』26-1，2012）
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この学習者が「目指している」の主語を「市町村」だというふうに不適切に理解したのは，「が」が
付いている「市町村が」をこの文の述語である「目指している」の主語だと考えたからだろう。
しかし，実際には「市町村が」は「展開していくこと」までしか係っていかない。「～が」は，「～こ
と」を越えて，その先まで係っていくことはない。
5. 省略された主語を適切に理解するための文法
前の 4.の（９）で「目指している」の主語を「市町村」だというふうに不適切に理解しないように
するためには，次の（10）のような文法が必要になる。
　（10） a.　述語の主語は「～こと」や「～（れ）ば」などより前にある「～が」であることはない。
 b.　 述語の主語は「～こと」や「～（れ）ば」などより前にある「～は」か，それがなければ，
さらに前の文にある「～は」である。
これを図示すると，次の（11）のようになる。
　（11） a.　
 b.　
6. 修飾構造についての日本語学習者の理解
上級の日本語学習者でも，何が何を修飾しているかという修飾構造を不適切に理解することがある。
たとえば，次の（12）では「ジニ係数のような」の修飾先は，「集中度」である。しかし，これを読
んだ学習者は，「ジニ係数のような」の修飾先を「空間情報」だというふうに不適切に理解した。
　（12）  一つ目に，前述のようにジニ係数のような空間情報を含まない集中度のみを算出した分析で
は，集積の概念にある隣接性は無視されており，王・魏や日置の研究のように集積の尺度も
併用することが望ましい。
　　　		 （藤井大輔「中国の外資吸収政策の変化と長江デルタにおける外資企業の立地選択の動向」『中
国経済研究』8-1，2011）
この学習者が「ジニ係数のような」の修飾先を「空間情報」だというふうに不適切に理解したのは，「ジ
ニ係数のような」はその直後にある「空間情報」を修飾すると考えたからだろう。
しかし，実際には「ジニ係数」は，その直後の「空間情報」を修飾する可能性と，それより先にある「集
中度」を修飾する可能性がある。どちらを修飾するかは，文の構造だけでは決まらず，意味を考える必
要がある。
×
～が ［述語］こと ［述語］。 
(れ)ば 
○
○
～は ［述語］こと ［述語］。 
(れ)ば 
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7. 修飾構造を適切に理解するための文法
前の 6.の（12）で「ジニ係数のような」の修飾先を「空間情報」だというふうに不適切に理解しな
いようにするためには，次の（13）のような文法が必要になる。
　（13）	a. 		「～ような」などは直後の名詞を修飾するとは限らない。直後にある名詞ではなく，さら
に先にある名詞を修飾することがある。
	 	b.	 	どの名詞を修飾するかは，意味的に判断する必要がある。（たとえば「～係数」と「～度」
の近さから判断する。）
これを図示すると，次の（14）のようになる。
　（14） a.
 b.
　　　　 ［「ジニ係数」が「空間情報」に係るか「集中度」に係るは，「ジニ係数」との意味的な近さ
から判断する。］
8. 並列構造についての日本語学習者の理解
上級の日本語学習者でも，何と何が並列されているかという並列構造を不適切に理解することがある。
たとえば，次の（15）には「～のか」が３つ出てくる。並列されているのは，１つ目の「～のか」
と３つ目の「～のか」だけである。しかし，これを読んだ学習者は，３つの「～のか」がすべて並列さ
れているというふうに不適切に理解した。
　（15）  ここで注意すべきことは，目標利益の設定目的が何かということである。開発設計者等の業
績の測定・評価なのか，当該新製品が企業利益にどの程度貢献したのかを測定・評価するも
のなのかによって，使用する利益概念は異なる。
　　　  （田中雅康（他）「日本の主要企業の原価企画（2）　原価企画の管理対象と目標利益概念」『企
業会計』59-3，2007）
この学習者が３つの「～のか」が並列されているというふうに不適切に理解したのは，同じような形
をした「～のか」が３つあれば，すべてが同じように並列されていると考えたからだろう。
しかし，実際には２つめの「～のか」の後には「を」が付いている。「を」が付いていれば，その直前の「～
のか」とその直後の「～のか」は並列されていない。
？
～ような ［名詞］ ［名詞］ 
？
×
ジニ係数のような 空間情報 集中度 
○
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9. 並列構造を適切に理解するための文法
前の 8.の（15）で３つの「～のか」が並列されているというふうに不適切に理解しないようにする
ためには，次の（16）のような文法が必要になる。
　（16） a.  「～のか」や「～こと」などの直後に「，」や「や」などがあれば，その「～のか」や「～こと」
などと後の「～の」や「～こと」は並列されている。
　　 b. 「～のか」や「～こと」などの直後に「を」や「によって」などがあれば，その「～のか」や「～
こと」などと後の「～の」や「～こと」は並列されていない。
これを図示すると，次の（17）のようになる。
　（17） a.
 b.
10. まとめ
この報告では，最初に，これから６年間の国立国語研究所の日本語教育研究の計画について述べた。
そのあと，日本語学習者の読解過程を調査し，その結果に基づいて日本語学習者の読解のための文法を
構築するための方法について説明した。そして，中国語を母語とする日本語上級学習者に対して行った
調査をもとにして，「省略された主語」「修飾構造」「並列構造」について，学習者が不適切な理解をし
ている例を示した。さらに，そうした不適切な理解をしないようにするために必要な文法の例をあげた。
ここで説明したような読解過程調査の結果は野田尚史（2014，2016）などで示されているが，まだ
十分な研究は行われていない。今後はさまざまな言語を母語とする，さまざまな日本語能力の学習者に
対して読解過程の調査を行い，日本語学習者の読解のための文法を構築していくことが必要である。
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×
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